
静岡型銘柄豚「ふじのくに」、食育フェアに出展

６月１８日（土）、１９日（日）の２日間にわたって「第６回食育推進全国大会―ふじの

くに食育フェア２０１１」が、三島市内各所を会場として開催されました。

食育フェアは食育推進の中核的イベントで、東海地方での開発は初めてということ。シ

ンポジウムや料理、農業体験だけでなく、地元ブランドの紹介やご当地グルメなどのイベ

ントも盛りだくさんで、地産地消の取組や体験型イベントなど多彩な催しが繰り広げられ

ました。

日本大学三島校舎や市内各所に２００

以上のブースが出展し、県内で食育に取り

組む団体、自治体、企業が食の大切さをア

ピールし、 静岡型銘柄豚「ふじのくに」

は静岡県ブースにおいて多くの来場者に

「静岡県で生まれた豚肉“味で日本一”」

の宣伝をしました。

折りしも東日本大震災の直後でもあり、

大会のテーマは「食のもてなし、知る、作

る、楽しむ」に、震災を受けて「復興支援」「防災と食」の視点も加えられ、来場した蓮舫

消費者・食品担当相は、「農水漁業の被害や原発事故による懸念・不安は、食物にまつわる

様々なことを考えさせる。食べ物の大切さを考え、共有する機関にしたい・・・・」と述

べました。

２日間、市内全会場に県内外の来訪者延べ７３，０００人が入場、出展者も来場者も笑

顔があふれ食を通じて人がつながっていることを実感させる食育フェアでした。




